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総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で

あ
る
「
規
制
改
革
会
議
」
と

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
内

に
設
置
の
「
国
家
戦
略
特
区

諮
問
会
議
」
で
、
美
容
師
法

の
根
幹
に
か
か
わ
る
事
案
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
既
報
の
と
お
り
で

す
が
、
６
月
16
日
、
規
制
改

革
会
議
に
お
い
て
規
制
緩
和

策
の
中
で
、
理
美
容
混
在
店

を
認
め
る
等
の
答
申
が
総
理

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
実
質
的
な
審

議
を
行
っ
て
き
た
規
制
改
革

会
議
投
資
促
進
等
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
理
容
・
美

容
の
各
代
表
者
な
ど
、
業
者

側
に
対
し
て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
う
な
ど
意
見
等
を
聴
取
。

論
点
は
「
同
一
店
舗
に
よ
る

理
容
師
・
美
容
師
の
混
在
勤

務
」
や
「
理
容
師
お
よ
び
美

容
師
の
資
格
制
度
の
統
一
」

な
ど
で
し
た
。
こ
れ
ら
に
対

し
、
全
美
連
は
「
お
客
様
の

安
全
・
安
心
の
確
保
」「
消

費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対

応
」「
従
事
者
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
確
保
」
な
ど
の
観
点

か
ら
、
こ
れ
ら
に
反
対
を
表

明
。
そ
の
後
も
、
当
該
案
件

に
係
る
会
議
（
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
）
が
数
回
開
か
れ

ま
し
た
が
、
全
美
連
の
主
張

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
、

こ
の
た
び
の
答
申
に
至
っ
た

も
の
で
す
。

　

答
申
の
要
旨
は
、「
従
業

員
が
全
て
理
容
師
と
美
容
師

の
双
方
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
店
に
限
り
兼
業
を
認
め
る
。

両
方
の
資
格
を
取
得
し
や
す

く
す
る
検
討
も
行
う
」。
又
、

「
理
美
容
の
性
別
に
よ
る
規

制
を
撤
廃
す
る
」。
更
に
出

張
美
容
に
も
触
れ
、「
介
護

し
て
い
る
人
や
育
児
中
の
人

な
ど
に
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
対

象
拡
大
に
つ
い
て
検
討
し
、

15
年
度
中
に
措
置
を
講
ず

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
美
連
と
し
て
は
、
今
後

も
美
容
の
業
権
が
損
な
わ
れ

な
い
よ
う
全
力
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
美

容
師
制
度
の
維
持
は
正
念
場

を
迎
え
た
と
言
え
ま
す
。

　

答
申
の
全
文
は
、
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
の
「
規
制

改
革
会
議
」
の
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
し
、
新
着
情
報
の

「
平
成
27
年
６
月
17
日
、
規

制
改
革
に
関
す
る
第
３
次
答

申
等
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

理
美
容
混
在
店
や

美
容
室
の
男
性
カ
ッ
ト
認
め
る

規制改革会議
第３次答申

　

１
︑
最
近
１
年
間
の
平
均
利
用
回
数 

Ｑ　

あ
な
た
は
︑
最
近
１
年

間
に
何
回
美
容
室
を
利
用
し

ま
し
た
か
︵
実
数
回
答
︶

最
近
１
年
間
の
平
均
利
用

回
数
は
５
・
６
回
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
年
代
別

で
は
60
代
の
６
・
８
回
が
ト

ッ
プ
。
次
い
で
50
代
の
６
・

０
回
、
40
代
の
５
・
３
回
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10

年
前
の
２
０
０
４
年
と
比
較

し
て
み
る
と
、
ど
の
年
代
も

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
特
に
50
代
以
上
の
世
代

で
は
平
均
１
回
以
上
と
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

２
︑
直
近
利
用
店
舗
で
の
平
均
利
用
総
額 

Ｑ　

そ
の
時
か
か
っ
た
費
用

の
ト
ー
タ
ル
は
お
い
く
ら
で

し
た
か

直
近
の
利
用
店
舗
で
の
平

均
利
用
総
額
を
見
て
み
る
と
、

14
年
の
平
均
利
用
総
額
は
７
、

１
１
８
円
で
す
。
年
代
別
で

は
、
10
代
と
60
代
が
平
均

６
、０
０
０
円
台
と
他
の
年

代
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
10
代
の
平
均

が
５
、０
０
０
円
台
か
ら
６
、

０
０
０
円
台
に
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
が
、
20
代
で
は
平
均

約
４
０
０
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
１
と
併
せ
て
見
て
み
る

と
、
60
代
以
上
は
、
来
店
頻

度
は
多
い
が
利
用
総
額
は
他

の
年
代
と
比
べ
て
少
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

３
︑
平
均
利
用
回
数
︵
利
用
者
ベ
ー
ス
︶ 

Ｑ　

最
近
１
年
間
に
美
容
室

で
行
っ
た
﹁
施
術
﹂
の
回
数

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
︵
実

数
回
答
︶

14
年
の
サ
ロ
ン
で
の
ヘ
ア

カ
ラ
ー
の
利
用
者
に
お
け
る

平
均
利
用
回
数
は
年
間
平
均

で
４
・
６
回
で
す
。
年
代
別

で
は
50
代
が
５
・
１
回
、
60

代
が
６
・
１
回
と
平
均
よ
り

高
い
一
方
で
、
10
代
が
３
・

０
回
、
20
代
が
３
・
７
回
と

若
年
層
ほ
ど
回
数
が
低
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ー
ブ

パ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
年
間
平
均
利
用
回
数

は
２
・
４
回
、
年
代
別
で
は

50
代
が
２
・
６
回
、
60
代
が

３
・
４
回
と
50
代
以
上
の
世

代
で
高
い
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
、
ス
ト
レ
ー

ト
パ
ー
マ
の
利
用
者
の
年
間

平
均
利
用
回
数
は
２
・
１
回

で
す
。
60
代
以
上
の
サ
ン
プ

ル
数
が
少
な
い
こ
と
を
加
味

す
る
と
、
ウ
ェ
ー
ブ
パ
ー
マ

の
よ
う
な
年
代
の
差
は
あ
ま

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
（
有
料
）
に
つ
い

て
は
、
年
間
平
均
利
用
回
数

は
３
・
６
回
で
す
。
年
代
別

で
は
50
代
が
３
・
８
回
、
60

代
が
４
・
６
回
と
50
代
以
上

の
世
代
が
平
均
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ッ
ド

ス
パ
（
有
料
）
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
年
間
平
均
利
用
回

数
は
２
・
５
回
、
50
代
が
２
・

９
回
、
60
代
が
３
・
４
回
と

50
代
で
平
均
よ
り
多
く
な
っ

て
お
り
、
全
体
的
に
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

４
︑
普
段
利
用
す
る
サ
ロ
ン
の
店
舗
数 

Ｑ　

あ
な
た
が
普
段
利
用
す

る
美
容
室
と
し
て
︑何
店
く
ら

い
を
使
い
分
け
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
か
︒︵
単
数
回
答
︶

「
２
店
以
上
を
使
い
分
け

る
」
が
27
・
７
％
、「
い
つ

も
同
じ
店
に
決
め
て
い
る
」

が
72
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
代
別
で
は
、
若
年
層

で
複
数
店
舗
の
利
用
率
が
高

い
一
方
で
、
い
つ
も
同
じ
店

に
決
め
て
い
る
は
、
60
代
で

は
83
・
３
％
な
ど
高
年
齢
層

ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
２
店
以
上
を
使
い
分
け

る
」
人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね

て
み
る
と
、「
自
分
に
あ
っ

た
お
店
が
見
つ
か
ら
な
い
の

で
」
が
ト
ッ
プ
で
「
常
に
安

い
お
店
を
探
し
て
い
る
の

で
」「
施
術
で
行
く
店
を
使

い
分
け
て
い
る
の
で
」
が
続

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
い
つ
も
同
じ

店
に
決
め
て
い
る
」
で
は
、

「
自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て

く
れ
て
い
る
の
で
／
説
明
す

る
必
要
が
な
い
の
で
」
が
ト

ッ
プ
で
「
利
用
し
や
す
い
場

所
に
あ
る
の
で
」
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

５
︑
お
店
を
利
用
し
た
き
っ
か
け 

Ｑ　

そ
の
美
容
室
を
利
用
す

る
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
で

し
ょ
う
か
︵
複
数
回
答
︶

「
家
の
近
所
に
あ
る
の

で
」
が
56
・
７
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
料
金
」「
お
店
の
前
を

通
り
か
か
っ
て
」「
ク
ー
ポ

ン
券
が
あ
っ
た
の
で
」
と
続

い
て
い
ま
す
。
年
代
別
に
見

て
み
る
と
、
10
代
は
「
家
族

に
す
す
め
ら
れ
て
」「
職
場
、

学
校
の
近
所
に
あ
る
の
で
」、

20
代
で
は
「
ク
ー
ポ
ン
券
が

あ
っ
た
の
で
」、
60
代
で
は

「
お
店
の
前
を
通
り
か
か
っ

て
」「
友
人
・
知
人
か
ら
す

す
め
ら
れ
て
」
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　「サロンユーザー調査」の2014
年度版が、全国理美容製造者協会
より発表され、その内容が全美連
機関誌「ZENBI」誌上に掲載され
ましたので、本号では紙面の都合
上、図表等を除き解説部分を抜粋
して転載ご紹介します。

利用者の多くが
「家の近くの
いつものサロンで」

サロンユーザー調査2014

４
や
５
か
ら
、
サ
ロ
ン
に

来
店
さ
れ
る
お
客
様
の
多
く

は
、
サ
ロ
ン
の
近
く
に
住
ん

で
い
る
な
ど
、
地
域
の
お
客

様
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
美
連
・
中
期
・
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
で
と
り
ま

と
め
た
「
ひ
と
・
ま
ち
・
サ

ロ
ン
の
幸
せ
プ
ラ
ン
」
の
中

の
サ
ロ
ン
が
め
ざ
す
ま
ち
の

幸
せ
づ
く
り
で
は
、
サ
ロ
ン

が
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割

や
方
向
性
に
つ
い
て
提
言
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
方
向
性
を
考
慮
し
な
が
ら

「
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
サ

ロ
ン
作
り
」
が
、
こ
れ
か
ら

の
サ
ロ
ン
経
営
に
、
よ
り
一

層
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

役
員
・
総
代
等
選
挙
管

理
委
員
会

◦
５
月
８
日
開
催

総
代
（
補
欠
）
候

補
者
の
資
格
審
査
、

理
事
（
補
欠
）
候
補

者
の
資
格
審
査
、
総

代
会
へ
の
報
告
に
つ

い
て
協
議
。

経
営
・
組
織
部
会

◦
６
月
９
日
開
催

平
成
27
年
度
組
合

加
入
促
進
の
具
体
化
、

平
成
27
年
度
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
な
ど
を
協

議
。ガ

ラ
・
ド
実
行
委
員
会

◦
６
月
10
日
開
催

演
出
全
般
の
流
れ

及
び
進
行
台
本
読
み

合
わ
せ
、
実
施
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確

認
、
作
業
概
要
書
の

確
認
、
各
種
検
討
事

項
等
（
抽
選
会
景
品
、

業
務
担
当
者
等
の
弁

当
な
ど
）、
収
支
予

算
概
算
に
つ
い
て
協

議
。

部会＆委員会報告

本
部
事
務
局
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

　

夏
季
休
暇
に
つ
き
、
本
部
事
務
局
業
務
を
次
の
と

お
り
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

８
月
11
日
（
火
）
か
ら
14
日
（
金
）
ま
で

７月のサロン繁栄勉強会
日　時　７月30日（木）午後７時～９時

会　場　美容会館２階研修室　渋谷区代々木１－56－４

テーマ　新発想!!「アミポリス」で髪をよみがえらすパーマ法
カラー法、トリートメント法もあります。

講　師　村瀬　 務
関西を軸に活動、美容室の経営のみならず美容メーカーの商品開発や海外
の美容関連の企業又は美容室とも積極的に交流をしている。

会　費　認定会会員 無料
　　　　組合員及びそのスタッフ 500円
　　　　非組合員 1,000円

申　込　電話でお申込下さい 03︲3370︲4744　
※詳細は本紙同封のチラシをご覧下さい。

主催　東京認定美容師会
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当
組
合
の
主
催
で
美
容
業

界
の
課
題
を
検
討
す
る
事
業

「
美
容
サ
ミ
ッ
ト
」
を
、
今

回
は
「
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
」

に
テ
ー
マ
を
絞
り
開
催
し
ま

し
た
。

第
１
部
で
は
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
生
活
衛
生
課　

高

田
朋
子
課
長
補
佐
が
、
ま
つ

毛
エ
ク
ス
テ
に
対
す
る
国
の

取
組
と
考
え
方
を
講
演
し
ま

し
た
。
施
術
の
安
全
性
の
実

現
と
い
っ
た
課
題
と
と
も
に
、

美
容
室
の
付
加
価
値
・
生
産

性
向
上
の
一
翼
を
に
な
う
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
の
期
待
が
感

じ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

続
い
て
、
第
２
部
で
は
ま

つ
毛
エ
ク
ス
テ
の
専
門
店
、

教
育
関
係
、
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
の
現
状
と

将
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
出
席
者
は
、

志
太
し
お
ん
（
日
本
ア
イ

リ
ス
ト
協
会　

代
表
理
事
）、

小
笠
原
槙
（
日
本
美
目
美
容

協
会　

組
織
委
員
会
会
長
）、

下
田
と
よ
み
（
ジ
ャ
パ
ン
ア

イ
リ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ　

学
院

長
）、
廣
瀬
凉
子
（
日
本
ま

つ
毛
エ
ク
ス
テ
メ
ー
カ
ー
連

合
会
）、
鈴
木
愛
（
ア
イ
ビ

ュ
ー
テ
ィ
シ
ャ
ン
認
定
委
員

会
教
育
部
長
）。
Ｂ
Ａ
東
京

か
ら
は
、
金
内
光
信
理
事
長
、

佐
々
木
泰
明
常
務
理
事
、
村

橋
哲
矢
専
務
理
事
が
参
加
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

こ
こ
数
年
の
行
政
、
組
合
、

専
門
団
体
、
教
育
機
関
の
努

力
に
よ
り
、
ま
つ
毛
エ
ク
ス

テ
に
関
す
る
技
術
・
知
識
の

向
上
が
み
ら
れ
る
が
、
依
然

と
し
て
健
康
被
害
が
後
を
絶

た
な
い
現
状
が
あ
り
、
営
業

者
へ
の
さ
ら
な
る
技
術
知
識
、

衛
生
管
理
の
普
及
と
浸
透
の

必
要
性
、
接
着
剤
の
安
全
性

の
向
上
と
基
準
づ
く
り
、
使

用
時
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

テ
ー
マ
に 

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ

﹁
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
＆
メ
イ
ク
の
未
来
﹂

施
術
事
故
あ
と
絶
た
ず

関
係
機
関
が
指
導
徹
底
を
要
望

ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
に
関
し

て
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
過
去
５
年
間
で

５
９
９
件
の
危
害
情
報
が
消

費
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

施
術
を
受
け
た
４
分
の
１
の

人
が
、
施
術
に
よ
る
異
変
や

違
和
感
を
経
験
し
て
い
た
と

い
う
。

こ
の
よ
う
な
結
果
に
基
づ

き
、
６
月
４
日
に
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
１
、
ま
つ

毛
エ
ク
ス
テ
の
利
用
者
に
対

し
て
、
施
術
が
可
能
で
あ
る

か
の
確
認
を
行
い
、
健
康
被

害
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
十
分
な
説
明

を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
施
術

中
や
施
術
後
に
異
常
や
違
和

感
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

周
知
す
る
。
２
、
美
容
業
界

団
体
に
対
し
て
は
、
ま
つ
毛

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す

る
技
術
と
知
識
を
備
え
た
美

容
師
を
早
急
か
つ
着
実
に
育

成
す
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
、
行

政
に
対
し
て
は
、
接
着
剤
に

つ
い
て
安
全
性
が
担
保
さ
れ

る
よ
う
対
応
策
の
検
討
を
含

め
、
さ
ら
な
る
指
導
の
徹
底

が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

充
実
な
ど
が
消
費
者
の
安
全

と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
休
眠
美
容
師

復
職
へ
の
足
が
か
り
と
し
て

の
位
置
づ
け
、
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
解
消
な
ど
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
面
で
の
効
果
向
上
な

ど
、
人
材
や
付
加
価
値
向
上

に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い

て
も
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

東
京
美
容
家
集
団

東
京
美
容
家
集
団
（
Ｔ
Ｂ

Ａ
）
の
第
30
回
定
時
総
会
が
、

６
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
美
容
会
館
２
階
研
修
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。

福
島
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

議
長
が
就
任
し
て
議
事
に
。

26
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支

決
算
、
そ
し
て
27
年
度
の
事

業
計
画
、
同
収
支
予
算
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
て
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、

Ｔ
Ｂ
Ａ
総
会
に
先
立
っ
て
同

会
場
で
Ｔ
Ｍ
東
京
講
師
会
の

会
合
が
開
か
れ
、
27
年
度
の

事
業
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
認
定
美
容
師
会

東
京
認
定
美
容
師
会
は
、

６
月
15
日
（
月
）
午
後
６
時

よ
り
組
合
２
階
研
修
室
で
第

22
回
定
時
総
会
を
鈴
木
則
子

会
長
以
下
役
員
や
会
員
が
出

席
し
て
開
き
、
26
年
度
の
事

業
、
決
算
報
告
、
そ
し
て
新

年
度
の
事
業
、
予
算
な
ど
を

決
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

関
係
２
団
体
が
総
会
開
く

東
京
美
容
家
集
団
第
30
回
総
会

東
京
認
定
美
容
師
会
第
22
回
総
会

第３回美容
サ ミ ット

まつ毛
エクステ

100回記念は東京から発信

全日本美容講師会　2015ＴＭモード発表会
日　時　８月18日（火）午後３時　開演予定
会　場　パレスホテル東京　２Ｆ「葵」
参加費　 メンバー、ビジターともに30,000円

（懇親会費含む）
参加申込は７月15日まで、但し定員になりしだい締切ります。

問合せ　組合本部まで　03－3370－2131

伝達講習テキストについても本部まで
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莫
大
な
被
害
が
出
て
い
る

振
り
込
め
詐
欺
事
件
が
あ
と

を
絶
ち
ま
せ
ん
が
先
頃
、
千

葉
県
警
察
本
部
よ
り
当
組
合

あ
て
に
次
の
事
件
の
捜
査
協

力
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

船
橋
、
市
川
、
茂
原
市

に
住
む
高
齢
男
女
８
人
が

騙
さ
れ
、
現
金
合
わ
せ
て

８
９
０
万
円
を
振
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
。
犯

人
は
主
に
埼
玉
県
や
都
内
の

池
袋
周
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
で
現

金
を
引
き
下
ろ
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
犯
人
は
昨
年
12
月

下
旬
か
ら
本
年
１
月
中
旬
ま

で
の
間
に
黒
髪
か
ら
金
髪
に

髪
を
変
え
て
い
て
、
そ
り
込

み
が
深
い
と
い
う
特
徴
も
あ

り
、
都
内
又
は
埼
玉
県
内
の

美
容
室
を
利
用
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。

警
察
で
は
本
件
に
係
る
情

報
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
の

で
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
次

に
ご
連
絡
下
さ
い
。（
本
紙

に
チ
ラ
シ
同
封
）

市
川
警
察
署　
　

０
４
７-

３
７
０-

０
１
１
０

振
り
込
め
詐
欺
事
件

捜
査
に
ご
協
力
を

第
３
回

き
も
の
で
銀
座

参

加

者

募

集

６月
１日 本部事務局移転
３日 コンテスト技術講習会（ヘア②）
４日 ＴＢＡ月例会
９日 経営・組織部会
10日 ガラ・ド実行委員会

コンテスト技術講習会（ヘア③）
11日 広報会議

コンテスト技術講習会（着付④）
17日 コンテスト技術講習会（ヘア④）
19日 常任理事会
26日 サロン繁栄勉強会
30日 第57回ガラ・ド・ラ・コワフュール
７月
２日 ＴＢＡ月例会
８日 理事会
９日 広報会議
30日 サロン繁栄勉強会

組合日誌

３
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

「
き
も
の
で
銀
座
」は
、
銀
座

散
策
後
に
宝
塚
劇
場
で
の
観

劇
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
る
講
演
で
は
、
講
師
に
元

宝
塚
ス
タ
ー
の
甲
に
し
き

（
小
川
甲
子
）
さ
ん
を
招
き
、

宝
塚
に
ま
つ
わ
る
お
話
が
聴

け
ま
す
の
で
終
日〝
タ
カ
ラ

ヅ
カ
〟
の
世
界
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

着
物
を
着
て
、
食
事
の
あ

と
は
銀
座
を
歩
き
、
最
後
は

観
劇
と
、
贅
沢
な
一
日
を
是

非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
実
施
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。

期
日　

９
月
22
日
㈫
※
雨
天
決
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
会
場
等

□
集
合
・
昼
食
12
時
30
分
～

◦�

会
場　

第
一
ホ
テ
ル
東
京

　

４
Ｆ「
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
」

□
講
演
13
時
30
分
～

◦
会
場　

同
右

◦�

テ
ー
マ
「
宝
塚
式
の
躾
と

教
育
、
宝
塚
歌
劇
の
楽

し
み
方
」

◦�

講
師　

小
川
甲
子
（
甲
に

し
き
）

□
ウ
ォ
ー
ク
14
時
30
分
～

◦�

和
装
き
も
の
で
銀
座
の
街

へ

□�

観
劇
15
時
30
分
～18

時
30
分

◦
会
場　

日
比
谷
宝
塚
劇
場

◦
宝
塚
歌
劇　

　

雪
組
公
演
「
星
逢
一
夜
」

参
加
費

�

１
４
、８
０
０
円
（
宝
塚

観
劇
Ｓ
席
チ
ケ
ッ
ト
、
昼

食
、
講
演
代
金
含
む
）

申
込
み　

組
合
本
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
但
し
、
定
員

２
５
０
名
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

☆元宝塚スター☆

甲にしきさんの講演
と

宝塚歌劇の観賞

全
美
連
の
休
業
補
償
共
済

制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
美

容
の
仕
事
が
出
来
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
所
得
を
補
償

す
る
も
の
で
す
。
入
院
中
に

限
ら
ず
、
通
院
治
療
を
行
う

期
間
（
医
師
の
指
示
に
よ

る
）
も
対
象
で
す
。
従
業
員

の
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

加
入
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

①�

組
合
員
ま
た
は
そ
の
役

員
・
従
業
員
で
、
健
康

で
美
容
業
に
正
常
に
従

事
し
て
い
る
方

②�

美
容
業
に
よ
る
所
得
の
あ

る
方

③�

加
入
日
（
10
月
１
日
）
現

在
、
満
15
歳
以
上
満
79

歳
以
下
の
方
（
70
歳
以

上
は
継
続
加
入
の
み
）

契
約
期
間

平
成
27
年
10
月
１
日
午
後

４
時
か
ら
翌
年
10
月
１
日
午

後
４
時
ま
で
の
１
年
間
と
な

り
ま
す
。

掛
金
・
補
償
額
（
１
口
あ
た
り
）

掛
金（
年
払
）６
０
０
０
円

所
得
補
償
額
は
年
齢
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
別
表
の
掛

金
―
補
償
額
表
を
ご
覧
下
さ

い
。申込

締
め
切
り

９
月
11
日
（
金
）

お
申
込
・
問
い
合
わ
せ

組
合
本
部
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３-

３
３
７
０-

２
１
３
１

全
美
連
・
休
業
補
償
共
済
制
度

あ
な
た
の
所
得
を
補
償

■一口あたりの補償額（月額）と年払掛金

年齢区分 補償額（月額） 一口あたり年払掛金
（10月１日加入）

15～19歳 106,000円

組合の申込締切日
９月11日

一律6,000円

ひと月あたりの負担
額は500円です。　

　　　　

20～24歳 72,000円
25～29歳 65,000円
30～34歳 53,000円
35～39歳 43,000円
40～44歳 34,000円
45～49歳 29,000円
50～54歳 25,000円
55～59歳 24,000円
60～64歳 23,000円
65～69歳 19,000円

70～74歳 15,000円
継続加入のみ

75～79歳 11,000円

仕
事
が
出
来

な
く
な
っ
た
時

資
生
堂
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

	
代
表
取
締
役
社
長	

花　

田　

浩　

三

〒
105-

0021　

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
―
一
―
一
六
―
７
Ｆ

	

〇
三
―
六
二
一
八
―
七
九
七
七

株
式
会
社　

ア
リ
ミ
ノ

	

代
表
取
締
役
社
長	

田　

尾　

大　

介

〒
161-

0033　

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
一
―
五
―
二
二

	

〇
三
―
三
三
六
三
―
八
二
一
一

滝
川
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役
社
長	

滝　

川　

睦　

子

〒
111-

8511　

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
三
―
二
―
一

	

〇
三
―
三
八
四
五
―
二
一
一
一
㈹

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長	

吉　

川　

秀　

隆

〒
107-

0052　

東
京
都
港
区
赤
坂
七
―
一
―
一
九

	

〇
三
―
三
四
〇
三
―
二
四
二
七

学
校
法
人　

小
倉
学
園

早
稲
田
美
容
専
門
学
校

�

校　
　

長�

小

倉

規

布

佳

〒
169-

0051　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
―
二
〇
―
七

�
�

〇
三
―
五
二
九
一
―
七
七
三
一

�

〇
三
―
五
二
九
一
―
七
七
三
五

学
校
法
人　

榎
本
学
園

町
田
美
容
専
門
学
校

�

校　
　

長�

結

城

達

生

〒
194-

0021　

東
京
都
町
田
市
中
町
二
―
一
〇
―
二
四

�

〇
四
二
―
七
二
四
―
三
二
三
四

総
合
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
美
容
用
品
卸

株
式
会
社　

マ
ス
ダ
増

	

代
表
取
締
役
社
長	

増　

田　

秀　

司

〒
103-

0003　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
七
―
五

	

〇
三
―
三
六
六
四
―
七
六
五
一
㈹

株
式
会
社　

ガ
モ
ウ

	

代
表
取
締
役
社
長	

美　

濃　

部　
　

徹

〒
107-

0062　

東
京
都
港
区
南
青
山
二
―
五
―
一
七　

八
階

	

〇
三
―
五
四
一
四
―
六
五
八
一

	

〇
三
―
五
四
一
四
―
六
五
九
一

http	:	//w
w
w
.	gam

o.	co.	jp

株
式
会
社　

フ
ジ
シ
ン

	

代
表
取
締
役
社
長	

遠　

藤　

一　

徳

本
社　

〒
162-

0065　

東
京
都
新
宿
区
住
吉
町
八
―
一
二

�

〇
三
―
三
三
五
七
―
四
一
四
一

株
式
会
社
美
好
屋
商
店

	

代
表
取
締
役
社
長	

山

﨑

有

里

子

〒
156-

0052　

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
五
―
三
八
―
二
〇

	

〇
三
―
五
四
五
一
―
三
四
四
八

株
式
会
社　

き
く
や
美
粧
堂

�

代
表
取
締
役
会
長�

増

保

憲

一

	

代
表
取
締
役
社
長	

増

保

利

行

〒
150-

0021　

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
一
―
一
三
―
七

�

〇
三
―
三
四
九
六
―
六
七
五
五

フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役
社
長�

藤　

田　

直　

人

〒
531-

0075　

大
阪
市
北
区
大
淀
南
三
―
三
―
七
〇

�

〇
六
―
六
四
五
八
―
一
六
三
一

株
式
会
社　

ヤ
マ
ノ

�

代
表
取
締
役
会
長�

山　

野　

彰　

英

�

取
締
役
社
長�

山

野

礼

央

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一－

一
三－

八

ヤ
マ
ノ
代
々
木
ビ
ル
六
Ｆ

�

〇
三－

三
三
七
〇－

〇
二
二
一

昨
年
の
銀
座
散
策
の
様
子
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全
美
連
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
応

募
要
領
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
応
募
資
格
は

組
合
員
ま
た
は
そ
の
従
業
員

で
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た

の
日
頃
の
「
思
い
」
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
要
領

募
集
テ
ー
マ

●�「
美
容
師
に
な
っ
て
感
動

し
た
こ
と
」

入
賞
者
・
賞
金

○�

最
優
秀
賞　

１
名
、
厚

生
労
働
大
臣
賞
・
賞
金

10
万
円

○�

優
秀
賞　

２
名
、
賞
金

５
万
円

○�

入
選　

若
干
名
、
賞
金

２
万
円
（
商
品
券
）

※�
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
方

は
、
全
国
大
会
へ
ご
招

待
（
旅
費･

宿
泊
費
実
費

支
給
）

審
査
委
員
及
び
審
査

学
識
経
験
者
等
に
よ
り
厳

正
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

原
稿
枚
数

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

４
枚
よ
り
７
枚
ま
で
（
パ
ソ

コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

応
募
資
格

組
合
員
ま
た
は
そ
の
従
業

員
（
美
容
師
に
限
る
・
年
齢

不
問
）

応
募
先

〒
１
５
１

－

０
０
５
３
東
京

都
渋
谷
区
代
々
木
１－

56－

４

美
容
会
館
７
階

全
美
連
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

係
り
へ
直
送
。

応
募
締
切
日

�

平
成
27
年
８
月
14
日（
金
）

消
印
有
効

第
43
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

観
戦
と
北
海
道
の
旅　
︿
２
コ
ー
ス
﹀

株
式
会
社　

サ
ン
ナ
ホ
ル

	

代
表
取
締
役	

井

戸

善

範

〒
180-

0006　

東
京
都
武
蔵
野
市
中
町
一
―
六
―
五

	

〇
四
二
二
―
六
七
―
〇
〇
九
〇

リ
ア
ル
化
学
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役	

岩　

崎　

彰　

宏

〒
170-

0005　

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
―
三
三
―
一

	

〇
三
―
三
九
八
六
―
一
六
五
一

	

〇
三
―
三
九
八
七
―
六
五
三
九

株
式
会
社　

ヒ
カ
リ

�

代
表
取
締
役
社
長�

髙　

橋　

一　

芳

〒
173-
0034　

東
京
都
板
橋
区
幸
町
二
五
―
八

�
〇
三
―
三
九
七
三
―
一
六
二
六

き
も
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー　

㈲
は
と
り

	

代
表
取
締
役	

羽

鳥　
　

勉

〒
948-

0031　

新
潟
県
十
日
町
市
山
本
町
八
〇
七
―
九

	

〇
二
五
―
七
五
七
―
八
九
〇
六

	

〇
二
五
―
七
五
二
―
五
二
一
六

株
式
会
社　

ミ
ル
ボ
ン

	

代
表
取
締
役
社
長	

佐　

藤　

龍　

二

〒
534-

0015　

大
阪
市
都
島
区
善
源
寺
町
二
―
三
―
三
五

	

〇
六
―
六
九
二
八
―
二
三
三
一

株
式
会
社　

サ
ン
ム
ラ
ー

	

代
表
取
締
役
社
長	

土

橋

正

樹

〒
111-

0042　

東
京
都
台
東
区
寿
一
―
一
七
―
一
一

	

〇
三
―
三
八
四
五
―
四
一
六
五

	

〇
三
―
三
八
四
五
―
四
五
九
四

株
式
会
社　

岡
本
商
会

	

代
表
取
締
役
社
長	

岡

本

憲

治

〒
101-

0025　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
三
―
三
七
―
一
八

	

〇
三
―
三
八
六
五
―
二
五
三
三

株
式
会
社　

ハ
ピ
ネ
ス

�
代
表
取
締
役
社
長�

永

島

敬

士

〒
170-
0011　

東
京
都
豊
島
区
池
袋
本
町
四－

一
二－

六

�

〇
三－

三
九
八
四－

二
〇
七
三

http://www.happiness-cosm
etic.com

株
式
会
社　

メ
イ
セ
イ

�

代
表
取
締
役�

杉　

村　
　
　

博

〒
334-

0056　

埼
玉
県
川
口
市
峯
九
八
五

�

〇
四
八
―
二
九
四
―
一
〇
三
一

コ
ス
ム
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役�

山

崎

登

美

子

〒
150-

0002　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
―
三
―
八

�

〇
三
―
六
四
一
八
―
五
七
七
〇

�

〇
三
―
六
四
一
八
―
五
七
七
一

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
社　

千
代
田
化
学

	

代
表
取
締
役	

河

村

惠

右

〒
164-

0003　

東
京
都
中
野
区
東
中
野
一
―
五
三
―
一
九

	

〇
三
―
三
三
六
八
―
七
三
七
三

株
式
会
社　

三
矢

	

代
表
取
締
役	

小

出

秀

子

〒
116-

0012　

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
六
―
四
三
―
一
一

	

〇
三
―
三
八
〇
〇
―
七
八
八
七

株
式
会
社　

ム
ツ
ナ
ミ

	

代
表
取
締
役
社
長	

下　

山　

俊　

幸

〒
123-

0851　

東
京
都
足
立
区
梅
田
六
―
一
八
―
一
二

	

〇
三
―
三
八
八
九
―
六
二
七
三

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　

オ
ー
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
社

	

代
表
取
締
役	

雨　

宮　

愼　

一

〒
150-

0044　

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
一
五
―
四

Ｋ
２
ビ
ル
３
Ｆ

	

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
一

	

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
三

株
式
会
社　

百
日
草

	

代
表
取
締
役
社
長	

太　

田　

昌　

孝

〒
170-

0002　

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一
―
三
四
―
七

	

〇
三
―
三
九
四
一
―
八
一
五
一

	

〇
三
―
三
九
四
一
―
八
一
五
八

新
美
容
出
版
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役
社
長�

長　

尾　

明　

美

〒
106-

0031　

東
京
都
港
区
西
麻
布
一
―
一
一
―
一
二

�

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
三
〇

�

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
三
一

株
式
会
社　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ビ
ー

	

代
表
取
締
役	

池

田

幸

三

〒
125-

0062　

東
京
都
葛
飾
区
青
戸
五
―
四
―
一
二

	

〇
三
―
五
六
五
〇
―
一
二
五
〇

	

〇
三
―
五
六
五
〇
―
一
二
五
一

株
式
会
社　

テ
ィ
ア
ー
ズ

	

代
表
取
締
役	

山

谷

次

夫

〒
194-

0215　

東
京
都
町
田
市
小
山
个
丘
一
―
九
―
七

	

〇
四
二
―
七
九
八
―
五
四
一
一

株
式
会
社　

セ
イ
フ
ァ
ー
ト

	

代
表
取
締
役
社
長	

長

谷

川

高

志

〒
150-

0002　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
―
二
七
―
一
一

祐
真
ビ
ル
二
階

	

〇
三
―
五
四
六
四
―
三
六
九
〇

オ
リ
リ
ー
株
式
会
社

	

取
締
役
事
業
部
長	

大

川

内

昌

代

〒
531-

0072　

大
阪
市
北
区
豊
崎
三
―
一
九
―
三

	

〇
六
―
六
三
七
六
―
五
五
五
五

全
美
連
・
第
16
回
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
に
賞
金
10
万
円
、
厚
労
大
臣
賞

作 品
募 集

期　　日　10月20日（火）～ 21日（水）＜１泊２日コース＞
　　　　　10月20日（火）～ 22日（木）＜２泊３日コース＞
旅 行 先　札幌、小樽、富良野（２泊コース）
参 加 費　１泊コース　58,000円（大会入場券6,000円付）
　　　　　２泊コース　72,000円（　　　　　〃　　　　　）
募集人数　各コース40名（最低催行人員各コースとも30名）
申し込み　参加費を添えて各支部へお申込下さい。
申込締切　７月24日（金）※但し、定員になり次第締め切ります。
企　　画　ＢＡ東京　総務部
行　　程　＜１日目＞
　　　　　羽田空港⇒新千歳空港⇒大会々場（北海きたえーる　観戦・弁当）⇒
　　　　　定山渓温泉「ぬくもりの宿ふる川」（泊）
　　　　　※オプション　大倉山展望台、白い恋人パーク
　　　　　＜２日目＞
　　　　　�「ぬくもりの宿ふる川」⇒余市（連続テレビ小説マッサンで有名な）ニッカウヰ

スキー蒸留所⇒小樽、運河など自由散策（各自で昼食）⇒１泊コースは新千歳
空港⇒羽田空港　※２泊コースはアートホテルズ札幌　泊　※夕食は各自で

　　　　　＜３日目＞
　　　　　�アートホテルズ札幌⇒富良野（昼食）⇒思い出の富良野⇒車窓から美瑛丘めぐり・

四季彩の丘⇒旭川空港⇒羽田空港

※都合により行程に変更が生ずる場合がありますのでご了承下さい。

　

全
美
連
主
催
の
全
日
本
美

容
技
術
選
手
権
大
会
が
10
月

20
日
、
北
海
道
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
組
合

か
ら
選
抜
さ
れ
た
有
力
な
選

手
が
日
本
一
を
目
指
し
て
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

東
京
代
表
の
選
手
は
毎
回

大
健
闘
し
て
お
り
、
今
年
も

好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
で
は
大
会
の
観
戦
を

兼
ね
た
恒
例
の
旅
行
を
企
画

し
ま
し
た
の
で
、
秋
の
北
海

道
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
本
紙
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
︒

参 加 者

募 集
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「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多

湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と

で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働

か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が

こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
、

な
に
も
し
て
い
な
い
と
き
で

も
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
周
囲
に
も
気
を
配
り
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

予
防
法

◎
暑
さ
を
避
け
る

室
内
で
は
・
・
・

◦�

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温

度
を
調
節

◦�

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用

◦�

室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

外
出
時
に
は
・
・
・

◦
日
傘
や
帽
子
の
着
用

◦
日
陰
の
利
用

◦
こ
ま
め
な
休
憩

◦�

天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中

の
外
出
を
で
き
る
だ
け

控
え
る

か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た

め
に
・
・
・

◦�

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿

性
・
速
乾
性
の
あ
る
衣

服
を
着
用
す
る

◦�

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ

オ
ル
な
ど
で
、
か
ら
だ

を
冷
や
す

◎�

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す

る

　

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、

に
関
し
て
は
、
理
事
会
や
役

員
会
を
通
し
て
前
向
き
に
話

し
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い

旨
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
説
明

が
あ
り
、
散
会
し
ま
し
た
。

狛
江
支
部
（
尾
崎
照
明
支

部
長
）
で
は
、
５
月
29
日

（
金
）
駄
倉
地
区
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
巡
活
マ
ッ
サ
ー

ジ®
Beauty

」M
aster

の

勝
沼
里
巴
先
生
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
て
、
巡
活
マ
ッ

サ
ー
ジ®

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
施
術
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

昨
今
、
美
容
サ
ロ
ン
で
の

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
や
ヘ
ッ
ド
ス
パ
、

ボ
デ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
に
も
身
体
の
中

の
美
容
、
そ
し
て
健
康
を
つ

く
り
あ
げ
る
一
つ
の
柱
に
成

り
え
る
根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）

が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。

人
間
の
健
康
の
源
の
一
つ

で
あ
る
〝
血
流
〟＝〝
静
脈
と

リ
ン
パ
〟
を
促
す
『
巡
活
マ

ッ
サ
ー
ジ®

』
は
、
解
剖
学
、

生
理
学
、
病
理
学
を
充
分
に

研
究
し
た
、
実
に
論
理
的
な

手
技
と
い
え
る
も
の
で
、
美

容
に
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
と
い
う
事
で
、
集

ま
っ
た
先
生
方
は
興
味
津
々
。

ま
ず
は
、
基
礎
知
識
の
確

認
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
行
い
ま

し
た
が
、
答
え
に
戸
惑
っ
て

い
る
様
子
の
会
場
内
。
少
し

緊
張
気
味
の
参
加
者
の
皆
様

で
し
た
が
、
そ
こ
は
里
巴
先

生
の
軽
快
な
ト
ー
ク
で
和
や

か
な
雰
囲
気
に
変
わ
り
講
義

が
進
み
ま
し
た
。

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の
本
場

フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
で
認
め

ら
れ
た
『
巡
活
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
巡
活
マ
ッ
サ
ー
ジ
®
」

デ
モ
ス
ト
講
習
会

狛
江
支
部

菅
原
印
刷
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役	

菅

原

寛

子

〒
111-
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東
京
都
台
東
区
蔵
前
三
―
一
五
―
一

エ
ス
ピ
ー
ビ
ル

	
	

〇
三
―
五
六
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二
二
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パ
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フ
イ
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�

代
表
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役�

三

浦

政
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〒
113-
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東
京
都
文
京
区
本
郷
一
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二
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―
三

�

〇
三
―
三
八
一
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二
一
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丸
大
食
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式
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東
日
本
特
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営
業
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�
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長�

栗

原

靖

史

〒
126-

0051　

東
京
都
江
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区
枝
川
二
―
二
三
―
二

�

〇
三
―
三
六
四
七
―
一
五
七
二

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社

�

取
締
役
社
長�
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宮　

雅　

也

〒
160-

8338　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
―
二
六
―
一

�

〇
三
―
三
三
四
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―
三
一
一
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株
式
会
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週
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代
表
取
締
役	

星

野　
　

寛

〒
150-

0043　

東
京
都
渋
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区
道
玄
坂
二
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一
八
―
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株
式
会
社　

理
美
容
流
通
新
聞
社

「
サ
ロ
ン
流
通
新
聞
」

�

代
表
取
締
役�

浅　

利　

巨　

志

〒
１６９-

0073　

東
京
都
新
宿
区
百
人
町
一－

一
〇－

三

�
�

〇
三－

三
三
六
五－

三
六
九
一

�

〇
三－

三
三
六
五－

三
七
八
八

理
美
容
教
育
出
版
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役
社
長	

栁
　
田　

照　

穂

〒
111-

0053　

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
三
―
二
八
―
一
三

	

〇
三
―
三
八
六
一
―
七
四
二
一

人
を
許
す
能
力
は
、
人
間

と
し
て
の
自
分
の
価
値
を
測

る
大
き
な
も
の
さ
し
で
す
。

（
心
理
学
者
マ
ル
ツ
）

本
当
に
強
い
心
の
持
ち
主

は
ど
ん
な
相
手
で
も
許
す
こ

と
が
で
き
る
人
で
、
そ
ん
な

人
だ
け
が
今
よ
り
大
き
く

成
長
し
、
自
分
の
ス
テ
ー
ジ

を
高
み
に
導
く
こ
と
が
で
る
。

そ
こ
で
考
え
て
み
た
い
。
美

容
師
の
中
で
も
こ
ん
な
人
が

い
る
。
素
晴
ら
し
い
油
絵
を

描
い
て
い
る
人
、
茶
道
の
修

行
を
し
、
立
派
な
名
前
を
持

ち
お
弟
子
さ
ん
に
教
え
て
い

る
人
、
長
年
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

の
研
究
を
薬
剤
に
至
る
ま
で

研
究
し
て
い
る
人
、
立
派
な

美
容
技
術
を
理
論
的
に
教

え
る
こ
と
の
で
き
る
人
、
書

道
や
俳
句
に
長
け
て
い
る
人
、

そ
の
他
何
か
一
つ
の
こ
と
を
真

剣
に
研
究
し
続
け
て
い
る
人

等
様
々
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
が
、

美
容
界
で
は
何
か
立
派
な
役

職
に
就
く
と
自
分
の
力
量
を

発
揮
で
き
な
い
風
潮
が
あ
る
。

何
か
す
る
と
立
場
を
利
用
し

て
い
る
よ
う
に
と
る
人
が
い

る
。
ど
う
か
許
し
て
ほ
し
い

と
思
う
。
堂
々
と
研
究
の
成

果
を
発
表
し
美
容
界
に
貢
献

し
て
戴
き
た
い
と
も
考
え
る
。

そ
の
中
で
私
の
知
る
限
り
ヘ

ア
ケ
ア
の
第
一
人
者
は
金
内

光
信
先
生
だ
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
先
生
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
理
論
は
是
非
勉
強
さ
れ
る

と
良
い
と
思
う
。　

 

（
因
幡
）

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
村
彰
宏
さ
ん（
荒
川
支
部
）

（
平
成
27
年
４
月
16
日
）

鈴
木
吉
次
さ
ん（
深
川
支
部
）

（
平
成
27
年
６
月
６
日
）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
（
稲
葉
勝

美
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
で
は
、
５

月
31
日
（
日
）
18
時
よ
り
第

58
回
通
常
総
会
を
国
分
寺
労

政
会
館
３
Ｆ
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

稲
葉
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶

の
後
、
小
林
副
ブ
ロ
ッ
ク
長

が
指
名
さ
れ
て
議
長
に
。
総

会
の
成
立
宣
言
後
、
26
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、

監
査
報
告
が
行
わ
れ
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
27
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
説
明
の
後
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
の
組
合
費
が
上
が
り

ま
し
た
が
、
各
支
部
が
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

へ
の
御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
費
は
、
今

年
度
は
現
状
の
予
算
で
組
み

ま
し
た
が
、
今
後
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
取
り
組
み
方
や
在
り
方

小
平
支
部
（
榎
本
晃
浩
支

部
長
）
は
支
部
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
先
頃
、
小
平
市

と
防
災
協
定
を
結
び
ま
し

た
。当

日
は
テ
レ
ビ
取
材
が
入

り
、
注
目
の
高
さ
に
び
っ
く

り
。
や
は
り
地
域
貢
献
が
私

達
組
合
の
使
命
と
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、

各
支
部
も
地
域
と
協
定
を
結

第
58
回
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
開
く

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

®
』
の
医
学
的
根
拠
に
基
づ

く
理
論
と
、
巡
活
マ
ッ
サ
ー

ジ®
認
定
施
術
者
資
格
の
取

得
方
法
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得

の
た
め
の
プ
ロ
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
と
適
切
な
セ
ル
フ
ケ
ア

ア
ド
バ
イ
ス
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
デ
モ
と
体
験
を
交
え

て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
〝
揉
み

ほ
ぐ
す
〟
か
ら
〝
流
す
〟
と

い
う
意
識
改
革
に
な
り
、
と

て
も
貴
重
な
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

支
部
創
立
50
周
年
記
念

小
平
市
と
防
災
協
定
結
ぶ

小
平
支
部

ぶ
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
小
平
支
部
は
11
月

に
お
客
様
を
巻
き
込
ん
だ

企
画
を
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
！
そ
の
際

は
近
隣
支
部
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
ピ
ー
ク

　
　
　
　
予
防
の
た
め
に

熱
中
症

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
、

経
口
補
水
液
（
水
に
食
塩
と

ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
も

の
）
な
ど
を
補
給
す
る

熱
中
症
の
症
状

○
め
ま
い
、
た
ち
く
ら
み
、

手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ

む
ら
返
り
、
気
分
が
悪
い

○
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
い
つ
も
と
様
子
が

違
う

重
症
に
な
る
と
・
・
○
返
事

が
お
か
し
い
、
意
識
消
失
、

け
い
れ
ん
、
か
ら
だ
が
熱
い

【
参
考
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
】

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

　

Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
の
音
源
を
提

供
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ

Ｃ
（
日
本
音
楽
著
作
権
協

会
）
が
先
頃
、
美
容
室
な
ど

２
５
８
施
設
に
対
し
、
Ｂ
Ｇ

Ｍ
の
違
法
の
無
断
利
用
が
あ

っ
た
と
し
て
法
的
措
置
を
と

り
ま
し
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
は
音

楽
著
作
権
が
あ
り
ま
す
。
利

用
す
る
と
き
は
お
店
ご
と
に

手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
が

法
的
措
置

Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
無
断
利
用
で
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８月月例会はお休みです！
ご注意下さい！

次の月例会は、９月３日（木）で全美
講TMモードの予定です。
詳しい内容については、BA東京タイ
ムス８月号をご覧下さい！
【ご報告とお願い】
美容会館が年明け１月より耐震工事に着工し、毎月恒例で開催して
おりましたTBA月例会も、美容会館内で開催することが、しばらく
の間できなくなりました。つきましては、耐震工事が終了するまで
の間、代々木インペリアル貸会議室をお借りして、開催することと
しました。皆様にはご不便やご迷惑をお掛けすることとなりますが、
何卒ご了承いただきますようお願い申し上げます。

T o k y o  B e a u t i c i a n  A s s o c i a t i o n

東京美容家集団東京美容家集団

TBANEWSTBANEWS

各種実技講習会のお知らせ
注受講料について　M：TBA会員 /S：TBA会員の店の従業員 /V：ビジター

着　　　　　付
◆オリリー　リフトレ　テクニック　セミナー　M無料 V1,000円
 参加資格  オリリー未取引の美容室経営者様に限らせていただきます。
 日時  7/21㈫　10：00～13：00　 講師  ㈱オリリーのインストラクター
◆Sコース初心者着付　M18,000円 S18,000円 V23,000円
これから着付を初めて勉強する方へ、紐の結び方～長襦袢着付～結び～着付
が出来るまで。
 日時  7/9㈭、7/16㈭、9/24㈭、10/8㈭、10/15㈭　19：45～21：30
 講師  当会着付部常任指導委員以上
◆月200万円を売り上げるには！営業力向上トップスタイリストになる講習会

M S V 一律3,000円
売上70万円の壁を超える。再来指名の悩み解消、技術力がお客様に伝わら
ない、などを解決に導く講習会
 日時  7/14㈫　10：00～14：00　 講師  安田光宏

各種販売品のお知らせ
◆TBAオリジナルシザー “テクニカ”　　ス：ストレート　エ：エフェクト
 定価  各41,010円（税込）【38,000円＋税】
 種類  T…5.5インチ（ス、エ）、B…6.0インチ（ス、エ）、A…6.0インチセニング（ス、エ）

東京美容家集団（T・B・A）入会のご案内
　特典１　　�月例会に無料でご入場いただけます。ビジターで入場しますと料金が１

回に3,000円掛かります。
　特典２　　�各種講習会の塾男量が会員価格で受講できます。

例えば、中振袖実技講習会の受講料金は、会員が21,000円、ビジターが
27,000円。（やっぱりお得）

　特典３　　�毎月会員限定のダイレクトメールで最新情報をお届けします。
その他にも楽しい企画が満載！是非、ご入会ください！

１．入会資格：組合員とその従業員で美容師免許取得者
２．年 会 費：17,000円（平成26年４月１日～平成27年３月31日の１年分）
３．入 会 金：6,000円

東京美容家集団（T・B・A）はこんな会です！
自らの美容技術向上を願う美容師の勉強の場として設立された会であり、主な事業内
容としては毎月定例に開催する月例会の開催や、ヘア・着付などの実技講習、有名美
容師による特別月例会などがあります。
また、TBAオリジナルシザーズの販売など、多方面から技術向上をサポートしています。

お申込み＆お問合せ
入会申込書にご記入の上、入会金と年会費を添えて東京美容家集団までお申込みください。
なお、入会申込書は東京美容家集団事務局よりお送りいたしますので、お問合せを含め下記
TELにご連絡ください。

TEL：03-3379-0555
〒151-0053 渋谷区代々木1-56-４ 美容会館３F　東京美容家集団事務局

　「Re:Beauty（リビューティ）」は、現役の理美容師の方から、現場を離れてしまっ
たけれども、もう一度理美容の仕事にリトライしたい方まで、理美容にかかわる全ての
方のための総合情報サイトです。BA東京と連携してリトライ教育情報から、求人情報、
最新のメーカー情報、経営に関する情報まで、理美容に関する役立つ最新情報が満載。

http://rebeauty.jp/ をご覧ください
全国資格者リトライ振興有限責任事業組合

理美容師向けポータルサイト「Re:Beauty」理美容師向けポータルサイト「Re:Beauty」理美容師向けポータルサイト「Re:Beauty」

無料経営相談室のご案内
指導センターの中小企業診断士が直接お店などに

伺いますのでお気軽にご相談、お申込みください。

　　�売上げの工夫、お店の改装、資金繰りなど、

　　適切なアドバイスをします。

お申込み等詳細、お問合せについては下記まで。

（公財法）　東京都生活衛生営業指導センター　

渋谷区広尾５－７－１　電話03－3445－8751

平成27年
6月1日現在

被保険者数
24,116人

 
事業主組合員

3,221人

従業員組合員
15,079人

同一世帯家族
5,816人

　「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」の

発
送
に
つ
い
て
　

　
今
年
も
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
健
康
診
査
（
特
定

健
康
診
査
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
40
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
無
料
の
健
診
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
自
身
の
健
康
状
態
の
把

握
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
健

康
診
断
を
す
る
こ
と
で
、
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
身

体
の
内
部
の
状
態
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身

体
の
内
部
状
態
の
変
化
は
、

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
も

の
で
す
。
見
た
目
に
判
断
が

難
し
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

体
調
が
心
配
な
方
は
も
と
よ

り
、
今
元
気
な
方
も
、
こ
れ

を
機
会
に
受
診
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆�

対
象
者
…
四
月
一
日
現
在

に
資
格
が
あ
り
、
40
歳
～

74
歳
ま
で
の
方
。

　（
四
月
一
日
以
降
の
加
入

者
に
関
し
て
ま
し
て
は
、
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら

の
送
付
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
手
数
で
す
が
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。）

◆�

発
送
時
期
…
受
診
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
居
住
地

域
か
ら
順
次
ご
自
宅
宛

に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

◆�

有
効
期
限
…
平
成
二
十
八

年
一
月
末
日
ま
で
。

　
保
険
証
を
ご
返
却
後
（
脱

退
後
）
は
有
効
期
限
内
に
お

い
て
も
ご
受
診
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

◆�

健
診
機
関
…
受
診
券
と
同

封
の
一
覧
表
を
ご
覧
下

さ
い
。

※�

ご
不
明
な
点
は
、
当
組
合

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

「
会
場
型
健
診
」
の
お
知
ら
せ

　
会
場
型
の
特
定
健
診
（
会

場
型
健
診
）
と
は
、
通
常
の

特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
加

え
、
大
腸
が
ん
検
査
が
追
加

さ
れ
て
い
る
、
お
得
な
健
診

で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

年
は
当
組
合
の
加
入
者
の
方

の
み
を
対
象
と
し
て
、
二
回

の
特
別
開
催
を
い
た
し
ま
す
。

詳
細
の
案
内
に
つ
い
て
は
、

特
定
健
診
の
受
診
券
に
同
封

し
て
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆�

対
象
者
…
40
～
74
歳
の
方

（
脱
退
後
は
ご
受
診
で
き

ま
せ
ん
）

◆
費
用
…
無
料

◆�

日
程
…
平
成
二
十
七
年
十

月
六
日
㈫
／
平
成
二
十
七

年
十
一
月
十
日
㈫

◆
場
所
…
新
宿
三
井
ビ
ル

◆�

申
込
方
法
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
に
て
お
申

込
下
さ
い
。

※�

定
員
に
な
り
次
第
し
め
き

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

他
の
健
診
助
成
と
併
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

前
期
高
齢
者
の「
高
齢
受
給

者
証
」が
更
新
と
な
り
ま
す

　
現
在
お
使
い
の
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限

は
、
平
成
二
十
七
年
七
月

三
十
一
日
で
す
。
八
月
一
日

か
ら
の
新
し
い「
高
齢
受
給

者
証
」は
平
成
二
十
七
年
度

（
二
十
六
年
中
所
得
）
の
所

得
証
明
書
類
で
一
部
負
担

金
割
合
を
決
定
し
、
七
月
末

頃
に
皆
様
の
ご
自
宅
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
六
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
を
発
送
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お

読
み
の
う
え
、
所
得
証
明
書

類
を
早
め
に
国
保
組
合
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
書
類
提
出
の
最
終
締
切
は

七
月
十
日
（
金
曜
日
）
必
着

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎�

所
得
証
明
書
類
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①�

平
成
二
十
七
年
度
市
町
村

民
税
・
都
道
府
県
民
税
納

税
通
知
書
の
コ
ピ
ー

②�

平
成
二
十
七
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書
（
非
課
税
の

　�

方
は
非
課
税
証
明
書
）
の

原
本

③�

平
成
二
十
七
年
度
特
別
徴

収
税
額
通
知
書
の
コ
ピ
ー

◆�

住
民
税
課
税
証
明
書
は
、

所
得
金
額
・
所
得
控
除
額

が
明
記
し
て
あ
る
も
の

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆�

事
業
主
組
合
員
の
方
、
及

び
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
平
成
二
十
六
年

分
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

七
十
歳
未
満
の
方
の
高
額

療
養
費「
標
準
負
担
減
額
認

定
証
」が
更
新
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
お
使
い
の
認
定

証
の
有
効
期
限
は
七
月

三
十
一
日
で
す
。
八
月
一
日

以
降
更
新
す
る
方
は
、
自
己

負
担
限
度
額
を
決
定
す
る

為
、
平
成
二
十
七
年
度
（
平

成
二
十
六
年
中
の
所
得
）
の

世
帯
所
得
の
判
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
当
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


